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Wi-Fi6の展開とローカル5G

2020年12月21日

一般社団法人 無線LANビジネス推進連絡会

北條 博史
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• 一般社団法人 無線LANビジネス推進連絡会のご紹介

• 無線ＬＡＮの新方式・最新技術

Wi-Fi6（802.11ax）の導入、さらにWi-Fi6Eへ

新IoT方式 Wi-Fi HaLow（802.11ah）について

• ５Ｇ／ローカル５Ｇの特徴

５Ｇ／ローカル５Ｇの特徴と周波数

５Ｇ方式の導入シナリオ

ローカル５Ｇ

• ５Ｇ時代の無線システムとは
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本日の講演内容
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一般社団法人
無線LANビジネス推進連絡会

のご紹介
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設立 2013年1月31日 → 2019年9月1日一般社団法人に移行

目的 2012年3月から7月に行われた総務省「無線LANビジネス研究会」での提言を受け、
無線LANを巡る諸問題に対して関係する企業等が自主的に取組む場として発足

活動 ●無線LANの健全な普及・拡大に向けた啓発活動、情報発信
ex) 「安心安全な公衆無線LAN提供のためのガイドライン」の提供（事業者向け）

●災害時対応等、連携・協調が可能で有用な取り組み
ex)  災害用統一SSID「00000JAPAN」の運用・普及啓蒙

●無線LANビジネスの更なる発展と拡大を目的とした会員間の情報交換並びに共有
●無線LANに関する新技術調査及び技術情報の発信

会 員 152企業・団体（2020.12.14現在）／58企業・団体（2013.1発足時）

通信 メーカー/SIer 工事会社 自治体
釜石市
群馬県
神戸市
佐賀県
静岡県
静岡市
金沢市
京都市

徳島県
ニセコ町
兵庫県
福岡市
松江市
一戸町
愛知県
鈴鹿市

戸田市
大阪市
橋本市
魚沼市
など
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（一社）無線LANビジネス推進連絡会（Wi-Biz）

※ロゴ等は抜粋
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公衆無線LANサービスの品質評価事業など

総務省／観光庁、外部機関との連携

無線LANに対する社会ニーズの高まりを受け総務省・自治体との連携が活発化

訪日外国人旅行者受入環境整備緊急対策事業

情報通信審議会5GHz帯無線LAN作業班

観光庁

会員向け勉強会の開催（渉外・広報委員会）

作業班メンバー:前原（技術・調査委員会副委員⾧）

公衆無線LAN環境整備支援事業

総務省

会員向け勉強会の開催（渉外・広報委員会）

Wi-Biz

Wi-Fi Alliance

IEEE 802.11 SG

ARIB

MCPC

WBA

JAIPA

自治体等の防災訓練への参加・協力など
（2019年度の実例:仙台市、豊橋市など）

各自治体

災害時の情報収集訓練等（企画・運用委員会）

外国人観光旅客利便増進措置に関する検討会
検討会委員:北條（Wi-Biz会⾧）

公衆無線LANのｾｷｭﾘﾃｨ対策に係る周知啓発事業
Wi-Fiｾｷｭﾘﾃｨの強化等（技術・調査委員会）

データ通信課

地域通信振興課

電波部基幹通信室

サイバーセキュリティ統括官室

技術･調査
委員会

企画・運用
委員会

渉外･広報
委員会運

営
委
員
会

00000JAPAN
推進委員会
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災害時公衆無線LAN無料開放統一SSID「00000JAPAN」の運営・普及活動

「00000JAPAN」とは・・
大規模災害発生時に公衆無線LANを無料開放する取組みで、
利用者が判り易い様にSSIDを「00000JAPAN」としています。

事業者の認定
「00000JAPAN」の健全な普及に向け、事業者がガイドラインが規定する
仕組み・運用体制を有することを確認するための、登録申請確認及び
認定を行っています。

認定事業者数（計49団体 ： 2020.8.31現在）
・通信キャリア ： 7団体
・地方自治体等 ： 26団体
・メーカー等 ： 16団体

普及・啓蒙活動（2018年度以降の主な実績）
各自治体防災訓練等への参加・協力

愛知県・津島市総合防災訓練（2018/8）
宮城県仙台市帰宅困難者対応訓練（2018/8、2019/8）
愛知県・豊橋市総合防災訓練（2019/09）
東京ドーム防災訓練（2018/09、2019/10）

発動実績（2018年度以降の主な実績）
2018/6 大阪北部地震
2018/7 北海道における大雨災害
2018/7 西日本豪雨
2018/9 台風21号
2018/9 北海道胆振東部地震
2019/8 台風10号
2019/9 台風15号
2019/10 台風19号
2020/07 令和2年7月豪雨
2020/09 台風10号

外部表彰受賞履歴
• モバイルプロジェクト・アワード2015『ＭＣＦ社会貢献賞』 受賞

※：MCFモバイルプロジェクトAward審査委員会、 モバイル・コンテンツ・F主催

• 『平成30年 電波の日 総務大臣表彰』受彰
※:情報通信月間推進協議会 主催

災害時対応等、連携・協調が可能で有用な取り組み
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00000JAPANのコンセプト

災害時において、契約キャリアに依存せず、

すべての人が公衆無線LANを使える環境を実現

00000JAPAN解説
YouTube動画
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ホームページの自動更新とLアラートとの連携

NTTドコモ

KDDI

SoftBank

入力
ツール
L'mo(*3)

受信
システム
L'mo(*3)

W-Biz
ホームページ
（自動表示）(*4)

地域住民・
旅行者等

事務局

報道関係者等
情報伝達者

*1 ： Ｌアラートとは、災害発生時に自治体およびライフライン事業者等が、多様なメディアを通じて地域住民等
に対して必要な情報を伝達する共通基盤

*2 ： 会員とは、携帯事業者3社以外の00000JAPAN登録事業者（自治体など）
*3 ： L’moとは㈱メイテツコムが提供する、Ｌアラートへの情報を発信（入力ツール）、Lアラートからの情報を

受信（受信システム）するためのシステム
*4 ： Lアラートに00000JAPAN関連の情報入力があれば、即時自動で反映される

会員(*2)

会員(*2)

既存の携帯サービスの災害情報に加え
て「00000JAPAN」の発動情報を追加

会員からの情報により事務局が情報
発信者となり提供情報を発信

会員が直接
発信することも
可能

自動表示の実現に合わせて高負荷
に耐えられるサーバに変更（9月）

Lアラート(*1)

（災害情報共有システム）

０００００JAPAN
発動情報
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● 書籍「無線LAN白書2018」の販売

• 無線LAN販売・導入・構築・運用に携わる企業
の方必見！

• Wi-Bizによるメーカー、キャリアの枠を超えた無
線LANビジネスの新しい展望を示した国内初の
技術ビジネス書です。
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Wi-Bizの広報活動

●メールマガジンを定期配信

• 配信スケジュール
毎月15日に発行中

• 配信内容
Wi-Biz内イベント情報
官公庁関連情報
ビジネス情報
技術情報
海外情報
会員企業紹介
会員製品紹介

閲覧・登録は以下のURLにアクセス
http://www.wlan-business.org/mailmagazine

メールマガジン（月刊） 無線LAN白書2018

【定価】 2,400円（税抜き）

【出版社】 リックテレコム
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無線ＬＡＮの新方式・最新技術
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11a
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無線ＬＡＮの高度化と多様化
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WPA2のセキュリティホール
フリーWi-FiのOPEN運用

無線LANの新たな標準の策定

高速化

802.11a
（54Mbps）

802.11n
（600Mbps）

802.11ac
（6.3Gbps）

高密度
802.11ax
（2.4/5GHz）

セキュリティ

OPEN/WEP

802.11i
（WPA/WPA2）

WPA3
Easy Connect
Enhanced Open

超高速
802.11ad/ay
（60GHz）

IoT（LPWA）
802.11ah
（920MHz）

多様化

6GHz帯割当へ MCA跡地割当へ

Wi-Fi6 Wi-Fi
HaLow

WiGig
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802.11ax

Wi-Fi5←→Wi-Fi6性能比較
●注目すべき新技術

• 通信方式の高度化（伝送容量の増加）
 多重度を向上させるOFDMA
 上り下りのMU-MIMO
 更なる高速変調方式／1024QAM
 BASS Coloring（同時通信）技術

• エリア拡大
 Extended Range技術

• 端末の省電力化
 TWT技術（端末個別スリープ）

⇒ ｽﾀｼﾞｱﾑなど高密度環境で威力を発揮
IoTでの利用が可能

13

無線LAN新規格（Wi-Fi6）

Wi-Fi5
(802.11ac)

Wi-Fi6
(802.11ax)

周波数帯 5GHz 2.4GHz/5GHz

最高速度 6.3Gbps 9.6Gbps

変調方式 256QAM 1024QAM

多重方式 OFDM OFDMA

MU-MIMO 下りのみ 上下両方向
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802.11ahの実験結果（海面反射波の影響）
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船＠2.5kmポイント→灯台

調査船位置：N 35 12.990, E 139 8.785

最遠位置

 海面反射のある沿岸部において、既存の２波モデルをベースとした伝搬

モデルによって伝搬損失が推定できることを確認

 2.5ｋｍ離れた場所でも、2MHz伝送で1.3Mbps、4MHz伝送で約

2Mbpsのスループットを確認

2.53km
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○周波数再編アクションプラン（2020年9月）

• 無線LANの6GHz帯への周波数拡張
令和2年度中に技術的条件の検討を開始する

• 5.2GHz帯の自動車内利用
WRC-19の結果を踏まえ、令和2年度中に技術的条件の検討を開始する

• D-MCA移行後の周波数有効利用
周波数共用による段階的導入を含め、その技術的条件について、令和2年度に実施

する技術試験の結果等を踏まえ、検討を進める

さらなる拡張に向けて
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モバイル／無線LANの割当周波数
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無線LANへの新しい帯域の割当（Wi-Fi 6E）

既存の5GHz帯の上側の6GHz帯を新たに無線LANに割り当てる世界的な動きが明確になっ
た。
・米国ではすでに屋内等の制限付きで利用可能（今年中に商用開始？）
・韓国でも同時期に利用可能となるよう国内調整中
・欧州も一部帯域の割り当てを検討中

2.4GHz帯
2.400～2.497GHz（97MHz）

5GHz帯
5.150～5.350GHz（200MHz）
5.470～5.725GHz（255MHz）

6GHz帯
5.925～7.125GHz（1200MHz）「次世代高効率無線LAN規格 IEEE 802.11axに関する国内外の動向」より、抜粋

https://www.tele.soumu.go.jp/resource/j/equ/mra/pdf/30/j/15.pdf



2020 copyright Wireless LAN Business Promotion Association 

IoT用へ新しい周波数を割当
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５Ｇ／ローカル５Ｇの特徴
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これまでのモバイルの進化

H30.11 総務省総合通信基盤局
「第５世代移動通信システムの導入のための特定基地局の開設に関する指針案について」より抜粋
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モバイル通信の方式の変遷

NTT方式
TACS

NMT

AMPS

PDC
cdmaOne
(PHS）

GSM/GPRS
EDGE

D-AMPS

W-CDMA
HSPA

CDMA2000
EV-DO

LTE
WiMAX2+

AXGP

LTE-
Advanced

NR

2G(1993～) 3G(2001～)

WiMAX

4G(2012～) 5G(2020?～)１G(1980～)

日本

欧州

米国
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○WRC-19（世界周波数会議：周波数の割り当てなどに関する国際的な取り決めを規定）

→ 結果報告：https://www.soumu.go.jp/main_content/000670379.pdf

• 国際的に調和のとれた５G用周波数の確保
 計15.75 GHzの帯域（24.25-27.5GHz、37-43.5GHz、47.2-48.2GHz、66- 71GHz）が新たに合意。

○総務省周波数再編アクションプラン（２０２０年９月）

→ 意見募集：https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01kiban09_02000376.html

• 5Gの追加周波数割り当て
 WRC-19の結果を踏まえ、4.9～5.0GHz 帯、26.6～27.0GHz 帯及び39.5～43.5GHz 帯において既存無線シ

ステムとの共用検討等を実施する。

• 既存バンドの5G対応化
 現在4G/BWAで用いられている、3.6GHz 以下の周波数帯における5Gの導入に向けて、令和２年８月に制度

整備を行った。今後は、事業者からの申請に応じて、順次既存の開設計画の変更認定等、5Gへの高度化に
向けた取組を推進する。

• ローカル5Gへの周波数割り当て
 ７月の情報通信審議会の答申を踏まえ、 4.6～4.9GHz及び28.3～29.1GHzを令和２年中に制度整備を行う。

５Ｇへの周波数の割り当て
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モバイル／無線LANの割当周波数
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５Ｇ／ローカル５Ｇの割当周波数

NTTドコモ
（100MHz）

KDDI/
沖縄セルラー
（100MHz）

楽天モバイル
（100MHz）

ソフトバンク
（100MHz）

KDDI/沖縄セルラー
（100MHz）

NTTドコモ
（100MHz）

【3.7GHz帯】

【4.5GHz帯】

【28GHz帯】

楽天モバイル
（400MHz）

NTTドコモ
（400MHz）

KDDI/
沖縄セルラー
（400MHz）

ソフトバンク
（400MHz）

27.0 27.4 27.8 28.2 29.1 29.5

4.5 4.6 4.7 4.8

3.6 3.7 3.8 3.9 4.0 4.1

4.9

ローカル５Ｇ
（200MHz：調整中*：屋内限定）

ローカル５Ｇ
（900MHz：調整中*）

ローカル５Ｇ
（100MHz：調整中*）

（100MHz：検討開始）

5.0

割
当
済

28.3

＊： 平成2年中に制度整備実施予定
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５Ｇの特徴と実現に向けた課題

超高速 低遅延 多数同時接続

eMBB (Enhanced mobile 
broadband)

URLLC (Ultra-reliable low 
latency communication)

mMTC (Massive machine 
type communication)

スペック 10Gbps（→20Gbps）
（LTEの10倍）

1msec
（LTEの1/10）

100万台/㎢
（LTEの30~40倍）

技術要素 周波数の拡大（28GHz帯）
非直交多元接続（NOMA*1）
マッシブMIMO など

Short TTI
Fast HARQ-ACK
可変フレーム長 など

Grant Free Access

実現に
向けた
課題

• 既存周波数と28GHz帯の
電波の飛びの違い

- エリア半径
- 障害物の回り込み など

（28GHz帯単独での通信は
当面不可）→ NSA*3

• End-Endにおける低遅延の
実現
（→ MEC*2の実現が必須）

• パケットロスへの対応
（人命に関わるものには
使えない？）

• 電話番号の不足
（→020の１３ケタ化）

• 端末の電波利用料
（→利用料低減へ？）

*1 : NOMA（Non-Orthogonal Multiple Access）、*2 : MEC（Multi-access Edge Computing）、*3 : NSA（Non-Stand Alone）
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5Gの導入を容易にするLTE連携（Non-Stand Alone）

新世代モバイル通信システム委員会 技術検討作業班中間報告 資料より抜粋
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５Ｇのコアネットワーク
〇5G のコアアーキテクチャ

制御プレーン（C-plane）とユーザプレーン
（U-plane）を明確に分離。

⇒ NSA（None Stand Alone）を実現

音声と低遅延データなど異なる性能要件ご
とにネットワークスライスした構成とし、一つ
の端末が複数のネットワークスライスに同時
に接続できるようにした。

⇒ 異なる通信形態を１つのネットワークに多重

仮想化のさらなるサポートによるハードウェア
とソフトウェアの分離を図った。

⇒ 装置コストの低減。ソフトウェアのオープン
化によるコストの低減

5Gにおけるコアネットワークアーキテクチャ
（NTT DOCOMO テクニカル・ジャーナル Vol.25 No3より抜粋）
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５Ｇの無線アクセスネットワーク

〇 O-LANによる共通インターフェース化

 多様な装置／モジュールを組み合わせて構築できるオー
プンなRAN（Radio Access Network）を実現

⇒ LTEから5Gへのスムースな移行が可能
⇒ 異ベンダ間の接続が可能になることによるコスト低減

〇 NSAを実現するLTE-NR DC（Dual Connectivity）

 NSAとともにユーザデータを2つの基地局から送受信す
る機能

⇒ サブ6/LTEと28GHz帯を同時利用することが可能

（NTT DOCOMO テクニカル・ジャーナル Vol.28 No2より抜粋）（NTT DOCOMO テクニカル・ジャーナル Vol.25 No3より抜粋）
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「ローカル５Ｇ」とは、

地域のニーズや多様な産業分野の個別ニーズに応じて、様々な主体が

柔軟に構築／利用可能な５Ｇ

であると表現されている。

具体的な免許人の条件としては、
「自己の建物」、「自己の土地の敷地内」で、建物または土地の所有者
建物または土地の所有者等からシステム構築を依頼された者（ただし依頼を受けた範囲）

（ただし、他者の土地を利用する場合は、固定通信のみ）

当面、既存（全国）モバイルキャリアは免許取得不可
キャリアサービスの補完としてのローカル５Ｇの利用は不可

ローカル５Ｇ事業者の契約端末が公衆網にローミングするのは可能

30

ローカル５Ｇの定義
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ローカル５Ｇの利用イメージ

新世代モバイル通信システム委員会 ローカル５Ｇ検討作業班 資料より抜粋
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５Ｇ時代の無線システム利用形態

32



2020 copyright Wireless LAN Business Promotion Association 
33

モバイルとWi-Fiの制御方式

Wi-Fiは自律分散制御LTE/5Gは一括集中制御

集中管理

お互いに協調する全体をコントロール

Wi-Fiモバイル

どんなに増えてもすみ分けが可能増えすぎると干渉して通信不可

エリアが小さくなればなるほど
干渉が増え、Wi-Fiが有利
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自営システムの選択肢と適用領域

キャリア５Ｇ ローカル５Ｇ 無線LAN

通信品質 〇低遅延／ＱｏＳ可能 〇低遅延／ＱｏＳ可能 △ベストエフォート

セキュリティ ◎ 〇 （委託事業者からの漏洩） △（パスワード／PSKの漏洩）

コストの考え方 キャリアが投資。通信費で回収
自治体／エリアオーナが投資
（事業者投資の場合もあり）

自治体／エリアオーナが投資

初期
コスト

設備 ユーザ共通のセンタ設備 個別のセンタ設備 IP系センタ設備

基地局
キャリア設備の基地局
（免許取得が必要）

個別の基地局
（免許取得が必要）

個別のAP
（免許不要）

端末
キャリアの5G端末
（キャリア発売の端末ベース）

キャリアの5G端末を流用
（キャリア発売の端末ベース）

市販品
（多様な端末あり）

ユーザ
の負担

端末の購入のみ 設備、基地局、端末の購入 AP及び端末の購入

ランニングコスト
通信費（他ユーザと共用できな
い場合はすべて負担）

すべての設備の保守費
回線コスト

APの保守コスト
回線コスト

その他
採算が取れない場合は、サー
ビスを行わない可能性あり

センタ設備の費用を按分できる
かがカギ

既存NWとの共存が可能
（DHCP/DNSサーバなど）
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ローカル5Gのユースケース

 高出力でカバレッジを広くすることが可能
（アンライセンスは特定小電力の壁）

 管理された周波数であるため他システムか
らの干渉が少なく、 Wi-Fiなどと比べて安定

して高速な通信が可能

ライセンスバンドの長所 ５Ｇ／ローカル５Ｇの長所

 割り当てられた周波数が広いので、広帯域
を利用した超高速通信が可能

 基地局で通信を管理することにより、低遅延
で通信することが可能

 モードにより超多端末の同時利用が可能

 頻繁なレイアウトの変更などがあり、監視情報や制御信号を誤りなく送受信する機能
⇒ 工場などの製造現場や物流倉庫など

 高精細な動画など大容量データを多数の端末に対してリアルタイムに送受信する機能
⇒ イベント会場のライブ配信、遠隔授業、eスポーツの配信など

 遠隔から低遅延での制御が必要な機能
⇒ 農場等における自動運転、遠隔医療など

長所を活かしたユースケース
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5G時代の無線システムの利用形態

4G （LTE-A） 802.11ac（Wi-Fi5）

5G （NR） 無線LAN

超高速化

超低遅延

多数接続

802.11ad/ay

802.11ax（Wi-Fi6）

802.11ah

ライセンスバンド ｂｙ キャリア アンライセンスバンド ｂｙ 誰でも

28GHz 60GHz

<1GHz <1GHz
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ワイヤレスと光の融合による全体最適の実現

占有から共用へ

光
メタル（ADSL）
同軸ケーブル

GSM
3G
HSDPA
LTE
LTE-A
5G

WiMAX（50MHz)
AXGP（30MHz）
PHS（30MHz）

Wi-Fi
（b,a,g,n,ac,

ah,ad,ax…)
Bluetooth Wi-Sun
Zigbee

補完補完※各グループのそれぞれは
代用関係

加入者無線モバイル※ 無線LAN※

エントランス※

NB-IoT
LoRa
SIGFOX

・接続手続
・セキュリティ
・品質

ローカル
5G
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【参考】 Wi-Bizメルマガ関連記事

Wi-Fi技術講座 Wi-Fi6 = IEEE 802.11ax
（その１～その３）

https://www.wlan-business.org/archives/23683

https://www.wlan-business.org/archives/25279

https://www.wlan-business.org/archives/25022

ローカル5G技術講座（第1回～第4回）

https://www.wlan-business.org/archives/29359

https://www.wlan-business.org/archives/29539

https://www.wlan-business.org/archives/29865

https://www.wlan-business.org/archives/30234

［特別座談会］5GとWi-Fiの競合と補完を考える（上）
5Gの特徴をよく見てWi-Fiラインナップ全体との比較が必要
https://www.wlan-business.org/archives/23247

［特別座談会］5GとWi-Fiの競合と補完を考える（下）
キャリアバンドの5Gと自営型のWi-Fiとの住み分けが続く
https://www.wlan-business.org/archives/23406


